
《Lesson 1》動詞の目的語になる動名詞＆to不定詞 

 「動名詞」と「to 不定詞」が動詞の目的語（動作の対象になる語）として使われる場合、基

本的な形は「動詞＋動詞ing」「動詞＋ to 不定詞」となり、意味は「〈動詞ing / to 不定詞〉す

ることを〈動詞〉する」となります。 

 

動詞＋動詞ing （動名詞） 

 ＜例＞ I enjoyed playing soccer. （私はサッカーをすることを楽しんだ） 

         ＜enjoy の対象として playing soccer がある＞ 

He will stop practicing the piano. （彼はピアノを練習することをやめるでしょう） 

         ＜stop の対象として practicing the piano がある＞ 

 

動詞＋ to 動詞の原形（to不定詞） 

 ＜例＞ We planned to go to Okinawa. （私たちは沖縄に行くことを計画しました） 

         ＜plan の対象として playing soccer がある＞ 

She promised not to do it again.（彼女はそれを再びしないことを約束した） 

         ＜promise の対象として not to do it again がある＞ 

 

しかし、注意しないといけないのは、動詞によって 

「『動名詞』が目的語になる動詞」・「『to不定詞』が目的語になる動詞」・ 

「『動名詞』と『to不定詞』の両方とも目的語にとれる動詞」の3種類がある 

という特徴があります。そのため、いつでも「動名詞」と「to 不定詞」の両方が使えるという

わけではありません。具体的な例をいくつかあげますと 

目的語が…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 練習で何回も登場している“like to ～”“need to ～”“want to ～”の形は、厳密には“to 不定詞”の目的語

をとっているという考え方になる。 

 

 

 

「動名詞」になる動詞 

finish  stop  enjoy 

give up  practice 

quit 

「to不定詞」になる動詞 

hope  plan *want 

decide  promise  *need 

learn 

 

「動名詞」と「to不定詞」 

両方ともOK な動詞 

begin start 

*like continue 

 

learn 

 



【目的語が「動名詞」になる場合の例】 

(1) finish ～ ing ＝ ～することを終える 

    ＜例＞ I finished doing my homework.（私は宿題をすることを終わらせました） 

(2) enjoy ～ ing ＝ ～することを楽しむ 

     ＜例＞ Did you enjoy watching the game?（あなたは、試合を見るのを楽しみましたか） 

【目的語が「to不定詞」になる場合の例】 

(1) decide to ～ ＝ ～することを決める 

     ＜例＞ We decided not to do this.（私たちはこれをしないことを決めました） 

(2) learn to ～ ＝ *～するようになる / *～できるようになる 

     ＜例＞ He learned to speak English in America.（彼は、アメリカで英語が話せるようになった） 

 

 

 

 

 

【目的語が「動名詞」「to不定詞」のどちらもOKの場合の例】 

(1) like ～ ing  

    like to ～ 

  ＜例＞ He likes playing the guitar. ＝ He likes to play the guitar. （彼はギターを弾くのが好きです） 

(2)  begin ～ ing 

    begin to ～ 

  ＜例＞ She began speaking. ＝ She began to speak.（彼女は話始めました） 

【「動名詞」と「to 不定詞」は2 つ続けて使うことも可能】 

 (1) I decided to quit teaching English.    （私は英語を教えることをやめようと決意した） 

 (2) She likes to practice singing this song. （彼はこの歌を歌うことを練習するのが好きです） 

 

【ポイント！ 異なる目的語（動名詞・to 不定詞）をとる動詞の覚え方について】  

 基本的に「どの動詞が目的語に『動名詞』をとる」「どの動詞が目的語に『to 不定詞』をと

る」というのは、暗記するしかありません。しかし、前回の練習で学んだ「動名詞＝現在やこ

れまでの事実（過去）」「to 不定詞＝これから取る行動（未来）」ということをあてはめて、

覚えるヒントにすることは可能です。 

「動名詞」を目的語とする動詞＝ finish, enjoy, stop など 

  （一般的に過去に行ったことについて説明する時に使われる動詞） 

 「to 不定詞」を目的語とする動詞＝ hope, decide, promise など 

  （一般的に未来に行うつもりのことについて説明する時に使われる動詞） 

～するのが好き 

*正確には「learn ＝（知識や言語などを）習得する／身につける」という意味で、「ただ勉強する」と

いう意味ではないので注意。そのため、“ learn to ～”は「～することを学ぶ」だけでなく「～するよう

になる」「～できるようになる」とも訳される。 

 

～することを始める 
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